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と, 僕は考えます｣ と述べている1)｡ ｢人間, 数
いれば数いるだけ, 別個で, 異種の個人的生き





















ます｡ 世の中の <秩序> とか <常識> とか
いう言葉におきかえられるモノは, この擬
態を余儀なくさせるモノ, それでしょう｡ 
つまり <秩序> とか <常識> とかいうも










くさせるモノとしての <秩序> とか <常識>｡  
<秩序> とは, そこに組み込まれる人々に, <常
識> とは, それを共有する人々に, ｢擬態｣ を
迫る｡ このように, 人間の集まりのなかに形成






もの｣ なのだから, 擬態を余儀なくさせる, 人




この ｢擬態｣ を余儀なくさせるモノとしての 
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<秩序> とか <常識> の形成には, 何が作用す
るのだろうか｡ 
日本企業に, ｢日本的経営｣ として包括され






といわれている｡ ここでは, ｢擬態｣ を余儀な
くさせる限られた必然としての <秩序> とか <
常識> という発想を意識しながら, ｢日本的経
営｣ について検討していこう｡ 
Ⅱ ｢日本的経営｣ 論 
岩井克人によれば, 終身雇用, 年功序列, 企
業別労働組合を日本企業における <秩序> とし















経営慣行についての指摘は, <秩序> とか <常









































OECD (経済協力開発機構) も, 1973年の報告
書で, 日本企業に特徴的な経営慣行として, 終
身雇用, 年功賃金, 企業別労働組合を挙げてい


























































































出所) 岩田龍子 『日本的経営の編成原理』 文眞







120  ｢日本的経営｣ 論ノート 




と, (2) 結合内容が明確かつ詳細に規定された, 
部分的・限定的・固定的な結合関係であること
を, 要件とする｡ 一体化結合は, (1) 永続的な, 
少なくとも長期的な視野の下での結合関係であ


































の基礎には, (1) 相互依存主義, (2) 相互信頼主義, 












チの限界として, (1) 文化論・制度論への偏り, (2) 
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表Ⅱ-1 機械的適応と有機的適応 
 機械的適応 (米国) 有機的適応 (日本) 
目 標 投下資本収益率 (ROI), 株主利益の重視｡  市場占有率, 新製品比率の重視, 多元的目
標｡  





率, ニッチ戦略, 生産戦略の重視｡  
技 術 ルーチン性の高い生産技術｡  ルーチン性の低い生産技術｡  
組 織 構 造 高度の公式化・集権化・標準化 (機械的組
織), 横断関係の制度化, 財務・会計部門の
大きなパワー, 高い事業部制採用率, より






評価｡ 業績 ― 報酬の結びつきが弱い, 低
度の細分化と自己充足性｡ 横断的統合機
構｡  








経営者の個人属性 スペシャリスト, 高い価値主導性, 革新イ
ニシアチブ, 実績｡  
ジェネラリスト, 高い対人関係能力｡  
組 織 改 革 トップ交代と結びつく, トップ・ダウン, 
第 1 次機能重視の漸進敵改革｡  
高い変化率, 第 2 次機能重視の改革｡  

















加護野らの提起した ｢有機的適応｣ には, 業
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○  2 人とも自白すれば, 双方懲役 5 年の刑
が確定する｡ 




○  2 人とも自白しなかった場合には, 軽微




し,  2 人ともその合理的な行動をとって自白す





















ものであればよいが,  2 人が10年以上, 二人組
































































うかは, ここでは問題にしない｡ 重要なのは, 
このような ｢特異点｣ の存在である24)｡ 三角形















































五年後の ｢特異点｣ を順調に通過した人材は, 
さらに ｢最後の審判の日｣ まで競争を続けるこ
とになる｡ ｢終身雇用｣ と ｢年功序列｣ という
経営慣行に  ｢特異点｣ が設定されることで , 
個々の経営慣行にはない特性が創発されている｡ 
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う ｢二重の所有関係｣ によって構成され, この
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ヒトとしての役割をまったく失ってしまい, 会
社は純粋なモノとなってしまう｡ 












は, 従業員が ｢組織特殊的な人的資産｣ を 蓄積





人的資産とは, 実際, 奇妙な資産です｡ 















































































































































仕様変更 (order to change specifications) が
あれば, 日々そういう 『誰の目標にも書か
れていない仕事』 が発生する｡ でも, 誰も
自分からはそういう仕事をやろうとしなく







































体像, 赤江瀑の表現では, ｢秩序｣ とか ｢常識｣, 
それが消え去って, 従業員たちは ｢擬態｣ を余
儀なくされることもなくなった｡ ｢成果主義｣ 
という個人の評価制度は, いまのところ ｢日本
的経営｣ に代わって ｢擬態｣ を求める全体像を
創発することはなく, この制度だけでは, 従業
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